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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放送信号受信装置と無指向性通信を行うリモート・コントローラーのペアリング方法に
おいて、
　前記リモート・コントローラーが、複数の機能キーの中で任意のキーに対する使用者の
キー入力を感知する段階と、
　前記キー入力が前記放送信号受信装置のパワー・オン・オフ・キーに関わる場合、前記
リモート・コントローラーが、パワーのオン又はオフの制御命令を含む第１ブロードキャ
スティング信号を前記放送信号受信装置に伝送し、前記リモート・コントローラの第１識
別情報を含む第２ブロードキャスティング信号を前記放送信号受信装置に伝送する段階と
、
　前記リモート・コントローラーが、前記放送信号受信装置から前記放送信号受信装置の
第２識別情報を受信して貯蔵する段階と
　を含み、前記放送信号受信装置のパワーがオフである場合、前記放送信号受信装置は、
待機電源を使用して複数の伝送チャネルに関わる信号のパワーを周期的に測定することで
、少なくとも前記第１ブロードキャスティング信号をモニタリングする、リモート・コン
トローラーのペアリング方法。
【請求項２】
　前記第１及び第２ブロードキャスティング信号は、前記放送信号受信装置がモニタリン
グする複数の伝送チャネルにより伝送され、
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　前記複数の伝送チャネルは、無線ラン・チャネルの間の帯域に形成される、請求項１に
記載のリモート・コントローラーのペアリング方法。
【請求項３】
　前記第１ブロードキャスティング信号は、前記放送信号受信装置に該当するＰＡＮ識別
子（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）と同一のＰ
ＡＮ識別子を含む、請求項１又は２に記載のリモート・コントローラーのペアリング方法
。
【請求項４】
　リモート・コントローラーと無指向性通信を行う放送信号受信装置のペアリング方法に
おいて、
　複数の伝送チャネルに対して第１ブロードキャスティング信号の受信をモニタリングす
る段階と、
　前記第１ブロードキャスティング信号を受信し、前記第１ブロードキャスティング信号
に含まれる第１機能に対する制御命令に従って前記第１機能を行う段階と、
　前記リモート・コントローラーから前記リモート・コントローラーの第１識別情報を含
む第２ブロードキャスティング信号を受信し、前記第１識別情報を貯蔵する段階と、
　前記放送信号受信装置の第２識別情報を前記リモート・コントローラーに伝送する段階
と
　を有し、前記モニタリングする段階において、前記放送信号受信装置のパワーがオフで
ある場合、前記放送信号受信装置は、待機電源を使用して複数の伝送チャネルに関わる信
号のパワーを周期的に測定することで、少なくとも前記第１ブロードキャスティング信号
をモニタリングする、放送信号受信装置のペアリング方法。
【請求項５】
　リモート・コントローラーにおいて、
　放送信号受信装置と無指向性通信を行う通信部と、
　複数の機能キーを含む使用者入力部と、
　前記リモート・コントローラーの第１識別情報を貯蔵する貯蔵部と、
　を有し、前記複数の機能キーの中で任意のキーに対する使用者のキー入力が感知された
場合において、前記キー入力が前記放送信号受信装置のパワー・オン・オフ・キーに関わ
る場合、前記通信部は、パワーのオン又はオフの制御命令を含む第１ブロードキャスティ
ング信号を前記放送信号受信装置に伝送し、前記第１識別情報を含む第２ブロードキャス
ティング信号を前記放送信号受信装置に伝送し、前記放送信号受信装置から前記放送信号
受信装置の第２識別情報を受信し、
　前記貯蔵部は、前記放送信号受信装置から受信した前記放送信号受信装置の第２識別情
報を受信して貯蔵し、
　前記放送信号受信装置のパワーがオフである場合、前記放送信号受信装置は、待機電源
を使用して複数の伝送チャネルに関わる信号のパワーを周期的に測定することで、少なく
とも前記第１ブロードキャスティング信号をモニタリングしている、リモート・コントロ
ーラー。
【請求項６】
　前記第１及び第２ブロードキャスティング信号は、前記放送信号受信装置がモニタリン
グする複数の伝送チャネルにより伝送され、
　前記複数の伝送チャネルは、無線ラン・チャネルの間の帯域に形成される、請求項５に
記載のリモート・コントローラー。
【請求項７】
　放送信号受信装置において、
　リモート・コントローラーと無指向性通信を行う通信部と、
　前記放送信号受信装置の第２識別情報を貯蔵する貯蔵部と、
　複数の伝送チャネルに対して第１ブロードキャスティング信号の受信をモニタリングす
るように前記通信部を制御する制御部であって、前記第１ブロードキャスティング信号が



(3) JP 5646868 B2 2014.12.24

10

20

30

40

50

受信された場合、前記第１ブロードキャスティング信号に含まれた第１機能に対する制御
命令に従って前記第１機能を行い、前記リモート・コントローラーから前記リモート・コ
ントローラーの第１識別情報を含む第２ブロードキャスティング信号が受信された場合、
前記第１識別情報を貯蔵するように前記貯蔵部を制御し、前記第２識別情報を前記リモー
ト・コントローラーに伝送するように前記通信部を制御する制御部と
　を有し、前記制御部は、前記放送信号受信装置のパワーがオフである場合、待機電源を
使用して複数の伝送チャネルに関わる信号のパワーを周期的に測定することで、少なくと
も前記第１ブロードキャスティング信号をモニタリングするように前記通信部を制御する
、
放送信号受信装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は放送信号受信装置とリモート・コントローラー及びそのペアリング方法に係わ
り、より詳しくは相互の識別情報に基づいて通信を行う放送信号受信装置とリモート・コ
ントローラー及びそのペアリング方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　放送信号受信装置は放送局から送出される放送信号を受信するとか、またはＤＶＤプレ
ーヤー等のような外部機器から伝達される映像信号を受信して、これを映像に表示できる
ように処理する。
【０００３】
　このような放送信号受信装置には電源のオン・オフ、チャネルの選択、画面やボリュー
ムの調整、及び予約録画等、使用者からの命令が入力されるためのインターフェース装置
としてリモート・コントローラー（Ｒｅｍｏｔｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）が提供される
。 
　一般的に、リモート・コントローラーには赤外線通信モジュールのような単方向の指向
性通信手段が設けられる。このような指向性通信手段は通信方向、通信可能範囲等におい
ての制約を受ける。
【０００４】
　ここに、最近は両方向の無指向性（または、非指向性）通信が可能のＲＦ信号を使用す
るリモート・コントローラーの需要が段々増えつつある。
【０００５】
　ＲＦ信号を使用するリモート・コントローラーは通信接続の設定過程としてペアリング
（Ｐａｉｒｉｎｇ）が必要である。即ち、ペアリングは放送信号受信装置とＲＦリモート
・コントローラーとの相互にＲＦ通信のためのＭＡＣアドレス（Ａｄｄｒｅｓｓ）を貯蔵
する過程である。
【０００６】
　前述のようなＲＦリモート・コントローラーのペアリングのために通常的には使用者に
マニュアルが提供され、使用者は提供されたマニュアルを参照してリモート・コントロー
ラーを操作することでペアリング・モードに対応するメニューを選択して、ペアリング・
モードに進入する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　前記のような従来技術によれば, ＲＦリモート・コントローラーのペアリングに対する
背景知識がない使用者には前述のようなペアリング過程が複雑に認識され、場合によって
は正常的にペアリングが行われなくなってリモート・コントローラーが使用できない不便
さをもたらすこともある。
【課題を解決するための手段】
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【０００８】
　本発明の実施形態による放送信号受信装置と両方向通信を行うリモート・コントローラ
ーのペアリング方法は、複数の機能キーの中で任意のキーに対する使用者のキー入力を感
知する段階と；前記キー入力が感知されると、前記キー入力に相応する機能の制御命令に
対して選択的にブロードキャスティング信号を使用し、前記リモート・コントローラーの
第１識別情報に対してブロードキャスティング信号を使用して前記放送信号受信装置に伝
送する段階と；前記放送信号受信装置から前記放送信号受信装置の第２識別情報を受信し
て貯蔵する段階と；を含むことを特徴とする。
【０００９】
　ここで、前記制御命令と前記第１識別情報とを伝送する段階は、前記キー入力が前記放
送信号受信装置のパワー・オン・オフ・キーに関わる場合、前記制御命令を含む第１ブロ
ードキャスティング信号を前記放送信号受信装置に伝送する段階と； 前記第１識別情報
を含む第２ブロードキャスティング信号を前記放送信号受信装置に伝送する段階と；を含
んでもよい。
【００１０】
　また、前記制御命令と前記第１識別情報とを伝送する段階は、前記キー入力がペアリン
グ・キーに関わる場合、前記制御命令と前記第１識別情報とを含む第４ブロードキャステ
ィング信号を前記放送信号受信装置に伝送する段階を含んでもよい。
【００１１】
　また、前記制御命令と前記第１識別情報とを伝送する段階は、前記キー入力が前記放送
信号受信装置のパワー・オン・オフ・キーとペアリング・キーとの以外のキーに関わる場
合、前記第１識別情報を含む第３ブロードキャスティング信号を前記放送信号受信装置に
伝送する段階と；前記制御命令を含む第１ユニキャスト信号を前記放送信号受信装置に伝
送する段階と；を含んでもよい。
【００１２】
　また、前記ブロードキャスティング信号は、前記放送信号受信装置がモニタリングする
複数の伝送チャネルに伝送されて、前記複数の伝送チャネルは、無線ラン・チャネルの間
の帯域に形成されてもよい。
【００１３】
　また、前記ブロードキャスティング信号は、前記放送信号受信装置に該当するＰＡＮ識
別子（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）と同一の
ＰＡＮ識別子を含んでもよい。
【００１４】
　また、本発明の実施形態によるリモート・コントローラーと両方向通信を行う放送信号
受信装置のペアリング方法は、複数の伝送チャネルに対して第１ブロードキャスティング
信号の受信をモニタリングする段階と；前記第１ブロードキャスティング信号が受信され
ると判断すると、前記第１ブロードキャスティング信号に含まれる第１機能に対する制御
命令に従って前記第１機能を行う段階と；前記リモート・コントローラーから前記リモー
ト・コントローラーの第１識別情報を含む第２ブロードキャスティング信号を受信すると
前記第１識別情報を貯蔵する段階と；前記放送信号受信装置の第２識別情報を前記リモー
ト・コントローラーに伝送する段階と；を含むことを特徴とする。
【００１５】
　ここで、前記ブロードキャスティング信号の受信に対するモニタリングは、前記放送信
号受信装置のパワーがオフである場合、待機電源を使用して前記複数の伝送チャネルに関
わる信号のパワーを周期的に測定することを含んでもよい。
【００１６】
　また、本発明の実施形態によるリモート・コントローラーは、放送信号受信装置と両方
向通信を行う通信部と；複数の機能キーを含む使用者入力部と；前記リモート・コントロ
ーラーの第１識別情報を貯蔵する貯蔵部と；前記複数の機能キーの中で任意のキーに対す
る使用者のキー入力が感知されると、前記キー入力に相応する機能の制御命令に対して選
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択的にブロードキャスティング信号を使用して、前記第１識別情報に対してブロードキャ
スティング信号を使用して前記放送信号受信装置に伝送して、前記放送信号受信装置から
前記放送信号受信装置の第２識別情報を受信するように前記通信部を制御して、前記受信
された第２識別情報を前記貯蔵部に貯蔵する制御部と；を含むことを特徴とする。
【００１７】
　ここで、前記制御部は、前記キー入力が前記放送信号受信装置のパワー・オン・オフ・
キーに関わる場合、前記制御命令を含む第１ブロードキャスティング信号を前記放送信号
受信装置に伝送して、前記第１識別情報を含む第２ブロードキャスティング信号を前記放
送信号受信装置に伝送するように前記通信部を制御してもよい。
【００１８】
　また、前記制御部は、前記キー入力がペアリング・キーに関わる場合、前記制御命令と
第１識別情報とを含む第４ブロードキャスティング信号を前記放送信号受信装置に伝送す
るように前記通信部を制御してもよい。
【００１９】
　また、前記制御部は、前記キー入力が前記放送信号受信装置のパワー・オン・オフ・キ
ーとペアリング・キーとの以外のキーに関わる場合、前記第１識別情報を含む第３ブロー
ドキャスティング信号を前記放送信号受信装置に伝送して、前記制御命令を含む第１ユニ
キャスト信号を前記放送信号受信装置に伝送するように前記通信部を制御してもよい。
【００２０】
　また、前記ブロードキャスティング信号は、前記放送信号受信装置がモニタリングする
複数の伝送チャネルに伝送され、前記複数の伝送チャネルは、無線ラン・チャネルの間の
帯域に形成されてもよい。
【００２１】
　また、本発明の実施形態による放送信号受信装置は、リモート・コントローラーと両方
向通信を行う通信部と；前記放送信号受信装置の第２識別情報を貯蔵する貯蔵部と；複数
の伝送チャネルに対して第１ブロードキャスティング信号の受信をモニタリングするよう
に前記通信部を制御して、前記第１ブロードキャスティング信号が受信されると判断する
と、前記第１ブロードキャスティング信号に含まれた第１機能に対する制御命令に従って
前記第１機能を行って、前記リモート・コントローラーから前記リモート・コントローラ
ーの第１識別情報を含む第２ブロードキャスティング信号を受信すると前記第１識別情報
を前記貯蔵部に貯蔵して、前記第２識別情報を前記リモート・コントローラーに伝送する
ように前記通信部を制御する制御部と；を含むことを特徴とする。
【００２２】
　ここで、前記ブロードキャスティング信号の受信に対するモニタリングは前記放送信号
受信装置のパワーがオフである場合、待機電源を使用して前記複数の伝送チャネルに関わ
る信号のパワーを周期的に測定することを含んでもよい。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明はＲＦリモート・コントローラーを利用する使用者の任意の選択によってＲＦ通
信の遂行のための識別情報を伝送して、ペアリングに対する背景知識がない使用者も複雑
な設定過程のなく便利にＲＦリモート・コントローラーを使用することが可能になる。
【００２４】
　特に、使用者が無意識的にリモート・コントローラーを利用して放送信号受信装置のパ
ワーをオンする動作だけでペアリング・モードに進入するため、使用者の便宜性をより向
上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明の実施形態による放送信号受信装置とリモート・コントローラーとの構成
を示すブロック図である。
【図２】本発明の第１実施形態による電源オン信号を利用するペアリング過程を説明する
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ための図である。
【図３】本発明の第１実施形態による電源オン信号を利用するペアリング過程を説明する
ための図である。
【図４】本発明の第２実施形態によるペアリングの遂行によって表示されるメッセージを
示す図である。
【図５】本発明の第２実施形態によるペアリングの遂行によって表示されるメッセージを
示す図である。
【図６】本発明の第１実施形態によるリモート・コントローラーのペアリング方法を示す
フローチャートである。
【図７】本発明の第１実施形態による放送信号受信装置のペアリング方法を示すフローチ
ャートである。
【図８】本発明の第２実施形態による放送信号受信装置とリモート・コントローラーとの
ペアリング方法を示すフローチャートである。
【図９】本発明の第３実施形態による放送信号受信装置とリモート・コントローラーとの
ペアリング方法を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　以下、添付された図面を参照して本発明の好ましい実施形態について詳しく説明する。
【００２７】
　図１は本発明の実施形態による放送信号受信装置１００とリモート・コントローラー２
００との構成を示すブロック図である。
【００２８】
　本発明の放送信号受信装置１００はデジタルＴＶ、セットトップボックス等での具現が
可能である。リモート・コントローラー２００は放送信号受信装置１００と両方向通信を
行い、放送信号受信装置１００の作動を制御する制御信号の伝送が可能である。
【００２９】
　本発明の放送信号受信装置１００はリモート・コントローラー２００から両方向の無指
向性（または、非指向性）のＲＦ通信によって所定の機能に対応する制御命令を受信して
、相互にマスター（Ｍａｓｔｅｒ）とスレーブ（Ｓｌａｖｅ）とで動作可能である。
【００３０】
　図１に示されているように、放送信号受信装置１００は第１通信部１１０と、第１貯蔵
部１２０と、第１使用者入力部１３０と、第１ディスプレイ部１４０と、第１サウンド出
力部１５０と、第１制御部１６０とを含む。
【００３１】
　本発明の実施形態の放送信号受信装置１００は放送局から送出される放送信号やＤＶＤ
プレーヤー等のような外部機器から入力される映像信号を受信する信号受信部１７０と、
受信される映像信号を第１ディスプレイ部１４０が表示できるフォーマットの信号に変換
して処理する信号処理部１８０とを更に含む。信号処理部１８０は受信される放送信号を
ビデオ信号、オーディオ信号、及び様々な付加信号等に分離して、分離されたオーディオ
信号を第１サウンド出力部１５０で出力可能の信号にデコーディングすることも可能であ
る。
【００３２】
　第１通信部１１０は両方向の無指向性（または、非指向性）通信手段を提供する通信モ
ジュールとして、所定の通信規格による通信方式でリモート・コントローラー２００と通
信を行う。
【００３３】
　ここで、第１通信部１１０は第１制御部１６０の制御によって対応のリモート・コント
ローラー２００と所定の識別情報に基づいて通信を行う。本発明の放送信号受信装置１０
０の第１通信部１１０はリモート・コントローラー２００の識別情報（以下、‘第１識別
情報’と称する）としてのＭＡＣアドレス（Ａｄｄｒｅｓｓ）を受信して、受信されたＭ
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ＡＣアドレスに基づいてリモート・コントローラー２００とＲＦ通信を行うＲＦ通信モジ
ュール、例えば、2。4 ＧＨｚ帯域を使用するジグビー（ＺｉｇＢｅｅ）通信モジュール
で具現できる。
【００３４】
　一方、第１通信部１１０はリモート・コントローラー２００の第１識別情報が知らない
状態で既設定の少なくとも一つのチャネルに対応するブロードキャスティング信号（Ｂｒ
ｏａｄｃａｓｔｉｎｇ　Ｓｉｇｎａｌ）を利用してリモート・コントローラー２００との
通信が可能である。
【００３５】
　ここで、ブロードキャスティング信号はＩＥＥＥ　802．15．4で定義されることであり
、ブロードキャスティング信号を利用すると送信側と受信側とが相手側のＭＡＣアドレス
を知らない状態で相互のＰＡＮ識別子であるＰＡＮアイディ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ａｒｅ
ａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ：ＰＡＮ　ＩＤ）が一致する場合、既設定の
同じチャネルを使用して送信側から受信側への制御信号の伝送が可能である。
【００３６】
　具体的に、リモート・コントローラー２００から放送信号受信装置１００に伝送される
ブロードキャスティング信号は、リモート・コントローラー２００のＰＡＮ識別子を示す
ＰＡＮ識別子フィールド（Ｆｉｅｌｄ）を含む、所定の形式のフレームで形成される。 
　例えば、本発明の一実施形態による放送信号受信装置１００はＰＡＮ識別子のフィール
ド値として０ｘｆｆｆｆを有するブロードキャスティング信号を受信する場合、該当のフ
ィールド値が放送信号受信装置１００の固有のＰＡＮ識別子に一致するかの可否を判断す
ることができる。判断の結果、受信されるブロードキャスティング信号のＰＡＮ識別子の
フィールド値と放送信号受信装置１００のＰＡＮ識別子とが一致する場合、放送信号受信
装置１００は該当のブロードキャスティング信号を正常的に受信する。
【００３７】
　本発明の一実施形態によるリモート・コントローラー２００は１５番（２４２５ＭＨｚ
）、２０番（２４５０ＭＨｚ）、２５番（２４７５ＭＨｚ）の３個のチャネルに対応する
ブロードキャスティング信号を利用してリモート・コントローラー２００の第１識別情報
、即ちＭＡＣアドレス（Ａｄｄｒｅｓｓ）を放送信号受信装置１００に送信することが可
能である。
【００３８】
　放送信号受信装置１００は無線ラン（ＬＡＮ）・チャネルの間の帯域に形成される複数
の伝送チャネルをモニタリングして、リモート・コントローラー２００から伝送されるブ
ロードキャスティング信号の中で少なくとも一つを受信して、受信されたブロードキャス
ティング信号に含まれるＭＡＣアドレス（Ａｄｄｒｅｓｓ）を識別する。ここで、前記複
数の伝送チャネルは前述の１５番、２０番、及び２５番チャネルであることが可能である
。
【００３９】
　ここで、放送信号受信装置１００は電源のオン・オフの可否に関係なくモニタリングを
行う伝送チャネルの電力を測定して、ブロードキャスティング信号を感知することが可能
である。放送信号受信装置１００のパワーがオフ状態である場合、待機電源を使用して複
数の伝送チャネルに係わる信号のパワーを周期的に測定することになる。
【００４０】
　本発明の第１実施形態のブロードキャスティング信号は、放送信号受信装置１００の機
能の中でいずれか一つに対する制御命令を含む第１ブロードキャスティング信号と、リモ
ート・コントローラー２００の第１識別情報を含む第２ブロードキャスティング信号とを
含む。第１ブロードキャスティング信号は放送信号受信装置１００のパワー・オン（ＰＯ
ＷＥＲ　ＯＮ）に対応する制御命令を含むことが可能である。
【００４１】
　図２と図３とは本発明の第１実施形態によるパワー・オン信号を利用するペアリング過
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程を説明するための図である。
【００４２】
　図２に示されているように、使用者は放送信号受信装置１００のパワー・オフ状態で、
ＴＶ視聴のためのリモート・コントローラー２００のパワー・オン・オフ・キーを操作し
て放送信号受信装置１００の電源をオンする命令を入力することができる。
【００４３】
　ここに、リモート・コントローラー２００はパワー・オン制御命令を含む第１ブロード
キャスティング信号と、リモート・コントローラー２００の第１識別情報を含む第２ブロ
ードキャスティング信号とを順次的に放送信号受信装置１００に送信する。
【００４４】
　ここで、パワー・オフ状態の放送信号受信装置１００は待機電源を使用して前記複数の
伝送チャネルに係わる信号のパワーを周期的に測定するモニタリングを行い、リモート・
コントローラー２００から受信される第１ブロードキャスティング信号と第２ブロードキ
ャスティング信号とを感知する。
【００４５】
　第１制御部１６０は図３に示されているように、受信される第１ブロードキャスティン
グ信号に含まれるパワー・オン制御命令によって放送信号受信装置１００の電源をオン状
態に変更して、受信される第２ブロードキャスティング信号に含まれるリモート・コント
ローラー２００の第１識別情報を第１貯蔵部１２０に貯蔵する。そして、放送信号受信装
置１００の第２識別情報をリモート・コントローラー２００に送信して、ＲＦ通信のため
のペアリングを行う。
【００４６】
　これに対応して、リモート・コントローラー２００は放送信号受信装置１００の第２識
別情報を受信して貯蔵することで、放送信号受信装置１００とのペアリングを行う。リモ
ート・コントローラー２００は第２識別情報を貯蔵してペアリングが完了すると、図３の
ように後述の第２ディスプレイ部２４０と第２サウンド出力部２５０との中で少なくとも
一つを利用して、ペアリングの成功の可否を使用者に知らせることが可能である。
【００４７】
　また、放送信号受信装置１００は第１識別情報を貯蔵してペアリングが完了すると、図
４のように後述の第１ディスプレイ部１４０と第１サウンド出力部１５０との中で少なく
とも一つを利用して、ペアリングの成功の可否を使用者に知らせることが可能である。
【００４８】
　第１貯蔵部１２０は第１制御部１６０の制御によって第１通信部１１０を通じて受信さ
れるリモート・コントローラー２００の第１識別情報を貯蔵する。第１貯蔵部１２０は非
揮発性（Ｎｏｎ　Ｖｏｌａｔｉｌｅ）メモリーであり、イーピーロム（ＥＰＲＯＭ）、フ
ラッシュ・メモリー（Ｆｌａｓｈ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＨＤＤ等で具現できる。
【００４９】
　一方、第１貯蔵部１２０は放送信号受信装置１００のＰＡＮ識別子としてＰＡＮアイデ
ィを更に貯蔵することができる。
【００５０】
　ここに、第１制御部１６０は対応のリモート・コントローラー２００のＰＡＮアイディ
と第１貯蔵部１２０に貯蔵された放送信号受信装置１００のＰＡＮアイディとが一致する
場合、第１通信部１１０を通じてリモート・コントローラー２００の第１識別情報を含む
ブロードキャスティング信号を正常的に受信することが可能になる。
【００５１】
　第１使用者入力部１３０は使用者の指示が入力されるユーザ・インタフェース（ＵＩ）
であって、放送信号受信装置１００の機能や作動に関わる使用者の選択が入力される。
【００５２】
　第１使用者入力部１３０は所謂ホット・キーとして少なくとも一つのキー・ボタンを具
備して、放送信号受信装置１００に設けられる操作パネルで具現できる。第１使用者入力
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部１３０はパワー・オン・オフ・キー、メニュー・キー、方向キー等の最小限のボタンで
構成されることができる。第１制御部１６０は操作パネルのキー入力を感知すると使用者
の指示が入力されることに判断することができる。
【００５３】
　第１ディスプレイ部１４０は映像を表示するディスプレイ窓を含み、信号処理部１８０
で処理される映像を表示する。第１ディスプレイ部１４０は第１制御部１６０の制御によ
ってリモート・コントローラー２００とのＲＦ通信のためのペアリング（Ｐａｉｒｉｎｇ
）が正常的に完了すれば、これを知らせるメッセージを図４のように使用者に表示するこ
とができる。
【００５４】
　図４と図５とは本発明によるペアリングの遂行によって表示されるメッセージを示す図
である。図５に表示されたメッセージは後述の第２実施形態による放送信号受信装置１０
０とリモート・コントローラー２００とのペアリング動作に関わってより詳しく説明する
とする。
【００５５】
　一方、第１ディスプレイ部１４０はリモート・コントローラー２００とのペアリングが
失敗するとか、接続された通信が切られるとか、切られた接続を再び試図する場合等に係
わるメッセージ等も使用者に表示することができる。
【００５６】
　第１ディスプレイ部１４０はＤＬＰ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｌｉｇｈｔ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉ
ｎｇ）、ＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、ＰＤＰ（Ｐｌａｓ
ｍａ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｐａｎｅｌ）等のような様々な類型のディスプレイ・モジュール
に適用可能で、信号処理部１８０で処理されるビデオ信号は第１ディスプレイ部１４０の
出力規格に合う垂直周波数、解像度、画面比率等に合うように変換されて出力される。
【００５７】
　第１サウンド出力部１５０は信号処理部１８０を通じてデコーディングされたオーディ
オ信号を出力し、スピーカー等で具現できる。
【００５８】
　本発明の放送信号受信装置１００の第１サウンド出力部１５０はリモート・コントロー
ラー２００とのペアリングの完了、失敗、再試図等に係わるサウンド（例えば、ブザー音
（Ｂｕｚｚｅｒ））を使用者に出力することができる。
【００５９】
　第１制御部１６０は放送信号受信装置１００を全般的に制御する。具体的に、第１制御
部１６０は第１通信部１１０を通じてリモート・コントローラー２００の識別情報を含む
ブロードキャスティング信号を受信して、受信された識別情報を第１貯蔵部１２０に貯蔵
するペアリングを行う。そして、第１制御部１６０は放送信号受信装置１００の識別情報
をリモート・コントローラー２００に送信するように第１通信部１１０を制御する。 
　具体的に、第１制御部１６０はＰＡＮ識別子が一致するリモート・コントローラー２０
０からブロードキャスティング信号を受信してペアリング・モード（Ｐａｉｒｉｎｇ　Ｍ
ｏｄｅ）に進入する。第１制御部１６０は受信されるブロードキャスティング信号に含ま
れるリモート・コントローラー２００の識別情報を第１貯蔵部１２０に貯蔵して、放送信
号受信装置１００の識別情報を第１通信部１１０を通じてリモート・コントローラー２０
０へ送信する。リモート・コントローラー２００が受信された放送信号受信装置１００の
識別情報を貯蔵すると、放送信号受信装置１００とリモート・コントローラー２００との
相互にペアリングが完了する。
【００６０】
　第１制御部１６０はペアリングが完了すると第１ディスプレイ部１４０とサウンド出力
部１５０との中で少なくとも一つを通じてこれを知らせるメッセージを出力することがで
きる。
【００６１】
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　一方、本発明の第２実施形態によれば、放送信号受信装置１００はパワー・オン（ＰＯ
ＷＥＲ ＯＮ）状態で、リモート・コントローラー２００から第１識別情報を含むブロー
ドキャスティング信号を受信することができる。
【００６２】
　具体的に、使用者は放送信号受信装置１００のパワー・オン状態で、リモート・コント
ローラー２００のパワー・オン・オフ・キーではなく機能キー（例えば、数字キー、チャ
ネル・キー、メニュー・キーの中でいずれか一つ）を操作して放送信号受信装置１００が
所定の機能を行う命令を入力することができる。
【００６３】
　ここに、リモート・コントローラー２００はリモート・コントローラー２００の第１識
別情報を含む第３ブロードキャスティング信号を放送信号受信装置１００へ送信する。第
１制御部１６０は第１通信部１１０を通じて第３ブロードキャスティング信号を受信して
、第１識別情報を第１貯蔵部１２０に貯蔵する。そして、放送信号受信装置１００の第２
識別情報をリモート・コントローラー２００に伝送する。
【００６４】
　リモート・コントローラー２００は放送信号受信装置１００から第２識別情報を受信し
て貯蔵することでペアリングを行い、使用者が入力した機能キーに対応する制御命令を含
む第１ユニキャスト信号（Ｕｎｉｃａｓｔ　Ｓｉｇｎａｌ）を放送信号受信装置１００に
伝送する。放送信号受信装置１００は受信される第１ユニキャスト信号に含まれる制御命
令に対応する機能を行う。
【００６５】
　前述のように、本発明の第２実施形態によるペアリングが完了すれば、リモート・コン
トローラー２００や放送信号受信装置１００はディスプレイ部１４０、２４０とサウンド
出力部１５０、２５０との中で少なくとも一つを利用して、ペアリングの成功の可否を使
用者に知らせることができる。
【００６６】
　ここで、本発明の第２実施形態の放送信号受信装置１００は第１使用者入力部１３０を
通じて使用者からの電源オン命令の入力を受けることができる。
【００６７】
　第１制御部１６０は第１使用者入力部１３０を通じて電源オン命令が入力される場合、
放送信号受信装置１００の電源状態をオン（ＯＮ）に変更して、リモート・コントローラ
ー２００とのＲＦ通信ペアリングのため、図５のようにリモート・コントローラー２００
を利用する使用者の命令の送信を要請するメッセージが表示されるように第１ディスプレ
イ部１４０を制御することができる。
【００６８】
　使用者は第１ディスプレイ部１４０のメッセージに対応してリモート・コントローラー
２００の機能キーを操作し、リモート・コントローラー２００は識別情報を含む第３ブロ
ードキャスティング信号と操作された機能キーに対応するユニキャスト信号とを放送信号
受信装置１００に送信することになる。
【００６９】
　ここで、放送信号受信装置１００に送信されるユニキャスト信号はチャネルの選択、画
面やボリュームの調節、予約録画等のような様々な使用者の制御命令を含むことが可能で
ある。
【００７０】
　第１制御部１６０はリモート・コントローラー２００を利用する使用者の命令の送信を
要請するサウンドを出力するように第１サウンド出力部１５０を制御することもできる。
【００７１】
　第１制御部１６０は該当のソフトウェア・プログラムと、このプログラムをローディン
グして実行させるマイコン、ＣＰＵ等のプロセッサーで具現できる。
【００７２】
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　一方、本発明の第３実施形態によれば、本発明の放送信号受信装置１００は電源オンま
たはオフ状態で、リモート・コントローラー２００のペアリング・キーに対する使用者の
操作によって、ペアリングの遂行に対応する制御命令と第１識別情報とを含む第４ブロー
ドキャスティング信号を受信することができる。第１制御部１６０は第４ブロードキャス
ティング信号を受信して、第１識別情報を第１貯蔵部１２０に貯蔵してペアリングを行っ
て、放送信号受信装置１００の第２識別情報をリモート・コントローラー２００に伝送す
るように第１通信部１１０を制御する。
【００７３】
　一方、図１に示されているように、本発明の実施形態によるリモート・コントローラー
２００は第２通信部２１０と、第２貯蔵部２２０と、第２使用者入力部２３０と、第２デ
ィスプレイ部２４０と、第２サウンド出力部２５０と、第２制御部２６０とを含む。
【００７４】
　本発明のリモート・コントローラー２００は放送信号受信装置１００のパワー・オンま
たはオフの可否を知らない状態で、放送信号受信装置１００とのペアリングのためのブロ
ードキャスティング信号を伝送することができる。
【００７５】
　第２通信部２１０は両方向の無指向性（または、非指向性）通信手段を提供する通信モ
ジュールであり、所定の通信規格による通信方式で放送信号受信装置１００との通信を行
う。
【００７６】
　ここで、第２通信部２１０は第２制御部２６０の制御によって、対応の放送信号受信装
置１００と所定の識別情報に基づいて通信を行う。本発明のリモート・コントローラー２
００の第２通信部２１０は放送信号受信装置１００の識別情報（以下、‘第２識別情報’
と称する）としてのＭＡＣアドレス（Ａｄｄｒｅｓｓ）を受信して、受信されたＭＡＣア
ドレスに基づいて放送信号受信装置１００とＲＦ通信を行うＲＦ通信モジュール、例えば
、２。４ＧＨｚ帯域を使用するジグビー（ＺｉｇＢｅｅ）通信モジュールで具現できる。
【００７７】
　一方、第２通信部２１０は放送信号受信装置１００の第２識別情報を知らない状態で既
設定の少なくとも一つのチャネルに対応するブロードキャスティング信号を利用して放送
信号受信装置１００との通信が可能である。
【００７８】
　ここで、ブロードキャスティング信号は ＩＥＥＥ
８０２．１５．４で定義されるブロードキャスティング信号（Ｂｒｏａｄｃａｓｔｉｎｇ
　Ｓｉｇｎａｌ）であり、ブロードキャスティング信号を利用すれば送信側と受信側とが
相互のＭＡＣアドレスを知らない状態で相互のＰＡＮ識別子であるＰＡＮ（Ｐｅｒｓｏｎ
ａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ、ＰＡＮ ＩＤ）が一致する場
合、予めに設定された同じチャネルを使用して相互に信号伝送が可能である。
【００７９】
　本発明の第２通信部２１０は１５番（２４２５ＭＨｚ）、２０番（２４５０ＭＨｚ）、
２５番（２４７５ＭＨｚ）の３個のチャネルに対応するブロードキャスティング信号を利
用してリモート・コントローラー２００の第１識別情報、即ちＭＡＣアドレス（Ａｄｄｒ
ｅｓｓ）を放送信号受信装置１００に送信する。
【００８０】
　ここで、リモート・コントローラー２００の第２制御部２６０は後述の第２使用者入力
部２３０を利用するキー入力を感知して、感知されたキー入力に相応する機能の制御命令
に対して選択的にブロードキャスティング信号を使用して放送信号受信装置１００へ制御
命令を伝送し、リモート・コントローラー２００の第１識別情報に対してブロードキャス
ティング信号を使用して放送信号受信装置１００へ伝送することができる。
【００８１】
　具体的に、本発明の第１実施形態によれな、リモート・コントローラー２００で感知さ



(12) JP 5646868 B2 2014.12.24

10

20

30

40

50

れたキー入力が放送信号受信装置１００のパワー・オン・オフ・キーに係わる場合、第２
制御部２６０はパワー・オン制御命令を含む第１ブロードキャスティング信号と、第１識
別情報を含む第２ブロードキャスティング信号を放送信号受信装置１００へ順次的に送信
するように第２通信部２１０を制御することが可能である。
【００８２】
　また、放送信号受信装置１００はパワー・オン状態でリモート・コントローラー２００
から所定の制御命令が受信できる。即ち、本発明の第２実施形態によれば、リモート・コ
ントローラー２００で感知されたキー入力が放送信号受信装置１００のパワー・オン・オ
フ・キーとの関連がない一般的の制御のためのメニューに関わる場合、第２制御部２６０
は第１識別情報を含む第３ブロードキャスティング信号と、感知されたキー入力に対応す
る制御命令を含む第１ユニキャスト信号とを放送信号受信装置１００に順次的に送信する
ように第２通信部２１０を制御することができる。ここで、第１ユニキャスト信号は放送
信号受信装置１００のチャネルの変更、ボリュームの変更等のリモート・コントローラー
２００を利用する様々な制御命令を含むことが可能である。
【００８３】
　一方、本発明の第３実施形態によれば、リモート・コントローラー２００で感知された
キー入力は放送信号受信装置１００とのペアリング命令に対応するペアリング・キーに関
わる。これによって、リモート・コントローラー２００で感知されたキー入力がペアリン
グ・キーに関わる場合、第２制御部２６０はペアリングの遂行に対応する制御命令及び第
１識別情報を含む第４ブロードキャスティング信号を放送信号受信装置１００に送信する
ように第２通信部２１０を制御する。
【００８４】
　前述のような、本発明の実施形態で伝送されるブロードキャスティング信号（第１ブロ
ードキャスティング信号、第２ブロードキャスティング信号、第３ブロードキャスティン
グ信号及び第４ブロードキャスティング信号を含む）は放送信号受信装置２００がモニタ
リングする複数の伝送チャネル（例えば、１５番（２４２５ＭＨｚ）、２０番（２４５０
ＭＨｚ）、２５番（２４７５ＭＨｚ））に伝送され、複数の伝送チャネルは無線ラン・チ
ャネルの間の帯域（例えば、2．4ＧＨｚ）に形成される。
【００８５】
　そして、リモート・コントローラー２００から放送信号受信装置１００に伝送されるブ
ロードキャスティング信号はリモート・コントローラー２００のＰＡＮ識別子としてＰＡ
Ｎアイディ・フィールド（Ｆｉｅｌｄ）（例えば、０ｘｆｆｆｆ）を含む所定の形式のフ
レームに形成される。ブロードキャスティング信号に含まれるＰＡＮ識別子は対応の放送
信号受信装置１００に対応するＰＡＮ識別子と同一である。
【００８６】
　第２制御部２６０は第２通信部２１０を通じて第１識別情報を含むブロードキャスティ
ング信号を伝送しながら、対応の放送信号受信装置１００とのペアリング・モード（Ｐａ
ｉｒｉｎｇ　Ｍｏｄｅ）に進入する。
【００８７】
　そして、第２制御部２６０は第２通信部２１０を通じて放送信号受信装置１００から第
２識別情報を受信して、受信された放送信号受信装置１００の第２識別情報を第２貯蔵部
２２０に貯蔵することで、ペアリングを完了することができる。
【００８８】
　第２貯蔵部２２０は非揮発性（Ｎｏｎ　Ｖｏｌａｔｉｌｅ）メモリーであり、イーピー
ロム（ＥＰＲＯＭ）、フラッシュ・メモリー（Ｆｌａｓｈ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＨＤＤ等で
具現可能であり、リモート・コントローラー２００のＰＡＮ識別子としてＰＡＮアイディ
を更に貯蔵することができる。
【００８９】
　第２使用者入力部２３０は使用者の指示が入力されるユーザ・インタフェース（ＵＩ）
であり、放送信号受信装置１００の作動のための使用者の選択が入力される。
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【００９０】
　第２使用者入力部２３０は所謂ホット・キーであり少なくとも一つのボタンを具備する
操作パネルで具現できる。第２使用者入力部２３０はパワー・オン・オフ・キー、数字キ
ー、チャネル・キー、メニュー・キー、録画予約、ペアリング・キー等のキー・ボタンで
構成され、第２制御部２６０は操作パネルのボタンが押されると使用者の指示が入力され
ることで判断できる。
【００９１】
　第２使用者入力部２３０は所定のアプリケーションの実行により生成されて使用者から
の入力ができるように第２ディスプレイ部２４０に表示されるグラフィック・ユーザ・イ
ンタフェース（ＧＵＩ）を含むことが可能である。
【００９２】
　第２ディスプレイ部２４０はディスプレイ窓を含み、リモート・コントローラー２００
と放送信号受信装置１００との間のＲＦ通信に関わるメッセージを表示する。具体的に、
第２ディスプレイ部２４０は第２制御部２６０の制御によって放送信号受信装置１００と
のＲＦ通信のためのペアリング（Ｐａｉｒｉｎｇ）が正常的に完了すると、これを知らせ
るメッセージを使用者に表示できる。
【００９３】
　第２ディスプレイ部２４０は放送信号受信装置１００とのペアリングが失敗するとか、
接続された通信が切られるとか、切られた接続を再び試図するとかの場合等に関わるメッ
セージも使用者に対して表示できる。
【００９４】
　第２ディスプレイ部２４０はＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ
）のようなディスプレイ・モジュールで具現できる。
【００９５】
　第２サウンド出力部２５０はスピーカー等で具現され、放送信号受信装置１００とのペ
アリングの完了、失敗、再試図等に関わる様々なサウンド（例えば、ブザー音（Ｂｕｚｚ
ｅｒ））を使用者に出力することができる。
【００９６】
　第２制御部２６０はリモート・コントローラー２００を全般的に制御する。具体的に、
第２制御部２６０は第２使用者入力部２３０を通じる使用者の任意の選択に対応してリモ
ート・コントローラー２００の第１識別情報を含むブロードキャスティング信号を放送信
号受信装置１００に伝送するように第２通信部２１０を制御する。
【００９７】
　リモート・コントローラー２００は第１識別情報を伝送しながら、放送信号受信装置１
００とのＲＦ通信のためのペアリング・モード（Ｐａｉｒｉｎｇ　Ｍｏｄｅ）に進入する
ことになる。
【００９８】
　前述のように、ペアリング・モードに進入している状態で、第２制御部２６０は第２通
信部２１０を通じて放送信号受信装置１００の第２識別情報を受信する。第２制御部２６
０は受信された識別情報を第２貯蔵部２２０に貯蔵することで、ペアリングを完了する。
 
　第２制御部２６０はリモート・コントローラー２００と放送信号受信装置１００とのペ
アリングが完了すると、これを使用者に知らせるように第２ディスプレイ部２４０と第２
サウンド出力部２５０との中で少なくとも一つを制御することができる。
【００９９】
　第２制御部２６０は該当のソフトウェア・プログラムと、このプログラムをローディン
グして実行させるマイコンと、ＣＰＵ等のプロセッサーで具現できる。
【０１００】
　一方、前記のようにペアリング過程は放送信号受信装置１００とリモート・コントロー
ラー２００とが最初に接続される時に行われる過程であって、相互の識別情報が相互に貯
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蔵された状態では別途のペアリング過程なくＲＦ信号を利用する通信の遂行及び制御が可
能である。
【０１０１】
　これによって、本発明の実施形態のペアリングは放送信号受信装置１００とリモート・
コントローラー２００との購入の後の最初作動の時や、リモート・コントローラー２００
の交替の時等に適用できる。
【０１０２】
　また、本発明の実施形態ではブロードキャスティング信号を通じてリモート・コントロ
ーラー２００の識別情報を伝送する実施形態について説明したが、本発明はリモート・コ
ントローラー２００だけではなく無線キーボード、無線ヘッドフォン等のように放送信号
受信装置１００との無線通信が可能の様々な無線インターフェース装置に適用できる。
【０１０３】
　それだけではなく、本発明のＲＦ通信はＭＡＣアドレスだけではなく様々な種類の識別
情報に基づいて無線通信を行う全ての通信機器への適用が可能である。
【０１０４】
　以下、前記のような構成による放送信号受信装置１００とリモート・コントローラー２
００とにおいて、そのペアリング方法を図６乃至図９を参照して説明する。
【０１０５】
　図６は本発明の第１実施形態によるリモート・コントローラー２００のペアリング方法
を示すフローチャートであり、図７は本発明の第１実施形態による放送信号受信装置１０
０のペアリング方法を示すフローチャートである。
【０１０６】
　まず、図６に示されているように、リモート・コントローラー２００は第２使用者入力
部２３０の複数の機能キーの中で任意のキーに対する使用者のキー入力が感知できる（Ｓ
１１０）。ここで、リモート・コントローラー２００は対応の放送信号受信装置１００が
パワー・オフである状態で、放送信号受信装置１００に対するパワー・オン命令に対応す
るキー入力が感知できる。
【０１０７】
　第２制御部２６０はブロードキャスティング信号を選択的に使用して、Ｓ１１０段階の
キー入力に相応する機能の制御命令に対する第１ブロードキャスティング信号を放送信号
受信装置１００へ伝送する（Ｓ１２０）。ここで、第１ブロードキャスティング信号に含
まれる制御命令は放送信号受信装置１００のパワー・オン命令であることも可能である。
【０１０８】
　そして、第２制御部２６０はリモート・コントローラー２００の第１識別情報を含む第
２ブロードキャスティング信号を放送信号受信装置１００へ伝送する（Ｓ１３０）。
【０１０９】
　Ｓ１２０段階とＳ１３０段階とで伝送される第１ブロードキャスティング信号と第２ブ
ロードキャスティング信号とは放送信号受信装置１００がモニタリングする複数の伝送チ
ャネルに伝送可能であり、複数の伝送チャネルは無線ラン・チャネルの間の帯域に形成さ
れることができる。
【０１１０】
　また、Ｓ１２０段階とＳ１３０段階との第１ブロードキャスティング信号と第２ブロー
ドキャスティング信号とは放送信号受信装置１００に該当するＰＡＮ識別子（ＰＡＮ　Ｉ
Ｄ）と同一のＰＡＮ識別子で、既設定の形式のフィールド値を含むことが可能である。
【０１１１】
　次に、第２制御部２６０は第２通信部２１０を通じて放送信号受信装置１００の第２識
別情報（ＭＡＣアドレス）を受信して、第２貯蔵部２２０に貯蔵する（Ｓ１４０）。Ｓ１
４０段階の貯蔵動作が完了すると、リモート・コントローラー２００は対応の放送信号受
信装置１００とのＲＦ通信のための通信接続を設定するペアリングを成功的に行うことに
なる。
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【０１１２】
　第２制御部２６０はＳ１１０段階乃至Ｓ１４０段階のペアリングが完了すると、ペアリ
ングの成功の可否を第２ディスプレイ部２４０と第２サウンド出力部２５０との中で少な
くとも一つを利用して使用者に知らせることができる（Ｓ１５０）。
【０１１３】
　一方、図７を参照すると、本発明の第１実施形態の放送信号受信装置１００は無線ラン
・チャネルの間の帯域に形成される複数の伝送チャネルに対してブロードキャスティング
信号の受信をモニタリングする（Ｓ２１０）。ここで、放送信号受信装置１００がパワー
・オフ状態である場合、第１制御部１６０は待機電源を使用して複数の伝送チャネルに係
わる信号のパワーを周期的に測定してブロードキャスティング信号の受信をモニタリング
することができる。
【０１１４】
　Ｓ２１０段階のモニタリングの結果、第１制御部１６０は放送信号受信装置１００の第
１機能に対する制御命令を含む第１ブロードキャスティング信号を受信して、第１機能を
行うことができる（Ｓ２２０）。ここで、第１機能が放送信号受信装置１００のパワー・
オン機能である場合、第１制御部１６０はパワー・オフ状態である放送信号受信装置１０
０のパワーをオンさせることになる。
【０１１５】
　そして、第１制御部１６０はＳ２１０段階のモニタリングの結果、リモート・コントロ
ーラー２００からリモート・コントローラー２００の第１識別情報を含む第２ブロードキ
ャスティング信号を受信して、第１識別情報を第１貯蔵部１２０に貯蔵することができる
（Ｓ２３０）。
【０１１６】
　Ｓ２２０段階とＳ２３０段階とで受信される第１ブロードキャスティング信号と第２ブ
ロードキャスティング信号とは放送信号受信装置１００のＰＡＮ識別子と同一のＰＡＮ識
別子を含む。即ち、放送信号受信装置１００とリモート・コントローラー２００とはＰＡ
Ｎ識別子が一致して、予めに設定された同じチャネルのブロードキャスティング信号を使
用して相互に信号伝送が可能である。
【０１１７】
　第１制御部１６０はＳ２３０段階の第１識別情報の受信に対応して、放送信号受信装置
１００の第２識別情報を第１通信部１１０を通じてリモート・コントローラー２００に伝
送する（Ｓ２４０）。これによって、放送信号受信装置１００は対応のリモート・コント
ローラー２００とのＲＦ通信のための通信接続を設定するペアリングを成功的に行うこと
ができる。
【０１１８】
　Ｓ２２０段階乃至Ｓ２４０段階の遂行の結果によって、第１制御部１６０はペアリング
の成功の可否を第１ディスプレイ部１４０と第１サウンド出力部１５０と中で少なくとも
一つを利用して使用者に知らせることが可能である（Ｓ２５０）。
【０１１９】
　これによって、本発明の放送信号受信装置１００とリモート・コントローラー２００と
はＰＡＮ識別子が一致する場合、予めに設定された同じチャネルのブロードキャスティン
グ信号を使用する信号伝送を通じて、相互にペアリングを行うことになる。
【０１２０】
　図８は本発明の第２実施形態による放送信号受信装置１００とリモート・コントローラ
ー２００とのペアリング方法を示すフローチャートである。図８に示されているように、
リモート・コントローラー２００は放送信号受信装置１００のパワー・オン状態で第２使
用者入力部２３０として設けられた複数の機能キーの中で任意のキーに対する使用者のキ
ー入力が感知できる（Ｓ３１０）。ここで、使用者のキー入力は、第１実施形態のパワー
・オン・オフ・キーと第３実施形態のペアリング・キーとの以外の放送信号受信装置１０
０に対する所定の制御命令（例えば、数字キー、チャネル・キー、メニュー・キー 等）
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を行うためのキー入力であることが可能である。
【０１２１】
　リモート・コントローラー２００はＳ３１０段階のキー入力に対応してリモート・コン
トローラー２００の第１識別情報を含む第３ブロードキャスティング信号を放送信号受信
装置１００に伝送する（Ｓ３２０）。
【０１２２】
　放送信号受信装置１００は複数の伝送チャネルに対するブロードキャスティング信号の
受信をモニタリングして、Ｓ３２０段階で伝送される第３ブロードキャスティング信号を
受信して、第１識別情報を第１貯蔵部１２０に貯蔵する（Ｓ３３０）。
【０１２３】
　そして、放送信号受信装置１００はＳ３３０段階の第１識別情報の受信に対応して、放
送信号受信装置１００の第２識別情報をリモート・コントローラー２００に伝送する（Ｓ
３４０）。
【０１２４】
　リモート・コントローラー２００はＳ３４０段階で伝送される第２識別情報を受信して
第２貯蔵部２２０に貯蔵する（Ｓ３５０）。
【０１２５】
　そして、リモート・コントローラー２００はＳ３１０段階のキー入力に相応する制御命
令を含む第１ユニキャスト信号を放送信号受信装置１００に伝送する（Ｓ３６０）。
【０１２６】
　Ｓ３１０段階乃至Ｓ３６０段階の遂行の結果によって、放送信号受信装置１００または
リモート・コントローラー２００はペアリングの成功の可否をディスプレイ窓またはサウ
ンド等を通じて使用者に知らせることができる（Ｓ３７０）。
【０１２７】
　そして、放送信号受信装置１００はＳ３６０段階で伝送される第１ユニキャスト信号を
受信して、受信される第１ユニキャスト信号に含まれた制御命令に対する動作（例えば、
ボリュームの調節やチャネルの変更等）を行う（Ｓ３８０）。
【０１２８】
　図９は本発明の第３実施形態による放送信号受信装置１００とリモート・コントローラ
ー２００とのペアリング方法を示すフローチャートである。
【０１２９】
　図９に示されているように、リモート・コントローラー２００は第２使用者入力部２３
０として設けられたペアリング・キーに対する使用者のキー入力が感知できる（Ｓ４１０
）。 ここで、リモート・コントローラー２００は放送信号受信装置１００のパワーオン
・オフの可否と関係なくペアリング・キーに対する使用者の入力が感知できる。
【０１３０】
　リモート・コントローラー２００はＳ４１０段階のキー入力に対応して、リモート・コ
ントローラー２００の第１識別情報を含む第４ブロードキャスティング信号を放送信号受
信装置１００に伝送する（Ｓ４２０）。
【０１３１】
　放送信号受信装置１００は複数の伝送チャネルに対するブロードキャスティング信号の
受信をモニタリングして、Ｓ４２０段階で伝送される第４ブロードキャスティング信号を
受信して、第１識別情報を第１貯蔵部１２０に貯蔵する（Ｓ４３０）。
【０１３２】
　そして、放送信号受信装置１００はＳ４３０段階の第１識別情報の受信に対応して、放
送信号受信装置１００の第２識別情報をリモート・コントローラー２００に伝送する（Ｓ
４４０）。
【０１３３】
　リモート・コントローラー２００はＳ４４０段階で伝送される第２識別情報を受信して
第２貯蔵部２２０に貯蔵する（Ｓ４５０）。
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【０１３４】
　Ｓ４１０段階乃至Ｓ４５０段階の遂行の結果によって、放送信号受信装置１００または
リモート・コントローラー２００はペアリングの成功の可否をディスプレイ窓またはサウ
ンド等を通じて使用者に知らせることができる（Ｓ４６０）。
【０１３５】
　以上、好ましい実施形態を通じて本発明について詳しく説明したが、本発明はこれに限
定されなく特許請求範囲の内で多様に実施されることが可能である。 
【符号の説明】
【０１３６】
１００　放送信号受信装置
１１０　第１通信部
１２０　第１貯蔵部
１３０　第１使用者入力部
１４０　第１ディスプレイ部
１５０　第１サウンド出力部
１６０　第１制御部
１７０　信号受信部
１８０　信号処理部
２００　リモート・コントローラー
２１０　第２通信部
２２０　第２貯蔵部
２３０　第２使用者入力部
２４０　第２ディスプレイ部
２５０　第２サウンド出力部
２６０　第２制御部
【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】

【図６】 【図７】
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【図８】 【図９】
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